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事業実施報告書 

 

学校名  静岡県立伊東商業高等学校                  

 

 

 

１実践テーマ 【Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅴ】  

２実施対象者 全校生徒 368名 

３展開の形式 

（１） 学校における活動 

① 教科名（保健体育（体育理論）） 

② 行事名（全校講演会・文化祭・LHR・学年行事） 

③ その他（      ） 

（２） 地域における活動 

① イベント名（バレーボール教室） 

② その他  （他の推進校との連携） 

４ 目 標 

（ねらい） 

・推進校から広がる地域を巻き込んだオリンピック・パラリンピック啓発運動 

 伊東市の他の連携校や地域に開かれた啓発活動を行うことで、地域におけ

るオリンピック・パラリンピック熱を高める。校内においては、他の学校

行事や授業内容と関連させながら様々な教育活動を行い、伊東市内の他の

推進校と協力して、地域に情報発信したり、地域も巻き込んで活動するこ

とにより、地域に根ざした学校として、一層の教育効果をあげる。 

５ 取組内容 

○文化祭（6月９日）での校内事業内容の啓発及び、自転車競技関係展示（自

転車競技の紹介、競技用マウンテンバイクの展示） 

○体育理論授業によるオリンピック・パラリンピックの啓発 

・I’m POSSIBLEを活用したパラリンピック教育 

○地域の小中学生対象のバレーボール教室(8月4日) 

講 師：斉藤信治氏（北京オリンピックバレーボール代表）  

    辻健志氏(全日本女子コーチ)補助：高校男女バレーボール部 

参加者：地域の小中高等学校バレーボール部120名 

○学年行事での自転車競技体験（11月14日） 

・五輪会場伊豆ベロドロームでのバンク走行体験 

・自転車競技用具等の見学 

○マラソン大会へ向けての講演会(12月12日) 

「自転車競技の紹介と持久力トレーニング」 

講師：野田尚宏氏（日本サイクルスポーツセンター）  

対象：1、2年生 

○オリンピックコーチによる講演会(12月18日) 

「世界に通用する選手を育てるには（ペップトークとポジティブコーチング）」 

講師：岩崎由純氏（JOC医科学スタッフ） による講演 

期日：12月18日（火） 10:30－12:30 

対象：全校生徒 36７名、保護者および近隣住民、他推進校児童生徒 

 

 

Ⅰ スポーツ及びオリンピック、パラリンピックの意義や歴史に関する学び 

Ⅱ マナーとおもてなしの心を備えたボランティアの育成 

Ⅲ スポーツを通じたインクルーシブな社会（共生社会）の構築 

Ⅳ 日本の伝統、郷土の文化や世界の文化の理解、多様性を尊重する態度の育成 

Ⅴ スポーツに対する興味・関心の向上、スポーツを楽しむ心の育成 



６ 主な成果 

 

 一年間を通じて、オリンピック・パラリンピック教育推進事業を行い、校内

におけるオリンピック・パラリンピック

への認知度を高めることが出来た。 

 文化祭では伊豆市教育委員会と連携

し、ロードバイクの展示とともに、自転

車競技や今年度事業の紹介を行った。実

車の展示は来場者にも好評であった。 

 また、体育授業での啓発も併せておこ

ない、校内での意識の高揚に役立てた。 

  

8月には元バレーボール日本代表齊藤信治氏、同コーチ辻健志氏を招き、地

域の小中学生対象にバレーボール教室を開催した。地域の小中学生100名以

上が参加して、地域への事業の周知と共に高校生の自己肯定感の醸成に役立っ

た。参加小中学生の感想を見ると、非常に満足度は高くなっており、事業の成

果が認められた。           【バレー教室満足度調査】 

 

                  
                  

 11月の3学年の校外学習では1ク

ラスが日本サイクルスポーツセンタ

ー伊豆ベロドロームの施設見学とバ

ンク走行体験を行った。 

 短時間の経験ではあったが、競技用

自転車で実際にバンクを走ることも

でき、参加体験した生徒は興奮気味で

あった。 

１2月12日には1、2年生LHRの

時間を利用し、日本サイクルスポー

ツセンター競技振興課長の野田尚宏

氏を講師に迎え、「自転車競技の紹介

と持久力トレーニング」という演題

で、マラソン大会へ向けての体力ト

レーニングについて、トップクラス

の自転車競技をコーチングする野田氏よりわかりやすくお話しいただいた。マ

ラソン練習であっても、インターバルトレーニングが有効であるとのお話を伺

い、今後のマラソン練習に活かしていきたいと感じた。 

  

 また、12 月 18 日には、「世界に通用する選手を育てるには」という演題

で、バルセロナ五輪女子バレーボール-ボール帯同トレーナーで、現在はJOC

医科学スタッフも務める岩崎由純氏による講演会も行った。 

 内容は期

待通り 

説明は解

りやすい 

全体的な

満足感 

5(高い) ６４ ８３ ７８ 

４ ２９ ２１ １９ 

３ １４ ４ １１ 

２ １ ０ ０ 

１(低い) ０ ０ ０ 



 岩崎氏が海外でのトレーナー活動を通した多くの経験の中から習得した、ペ

ップトーク（海外の多くのコーチが用いる激励のショートスピーチ）の手法を

紹介いただくと共に、世界で通用する選手に共通するメンタリティーや自分自

身の肯定感を高めるセルフペップトークの手法について講演をいただいた。 

  

【講演会事後アンケート】 

 

岩崎氏は全国各所で講演活動を行

っており、事例や実体験を交えた講

演は非常に解りやすく、生徒の事後

アンケートでは非常に満足度が高か

った。また、海外のスポーツ現場

（NFLやロサンゼルスオリンピック

のトレーナー活動）でのお話には、

選手だけでなく大会を支える裏方の

仕事に対してもクローズアップされ

ており、スポーツを「支える」という視点で、生徒の視野が広がったのではな

いかと感じた。 

 内容は期

待通り 

講話の解

りやすさ 

全体的な

満足感 

5(高い) １４２ １８７ １２２ 

４ １９０ １５７ １４５ 

３ ２２ １１ ８０ 

２ １ ０ ８ 

１(低い) ０ ０ ０ 

７実践におい

て工夫した点 

（事業の特色）  

伊東市の他の連携校や地域住民に活動

を広報し、学校内だけでなく、地域に開

かれた啓発活動を行う事で、地域におけ

るオリンピック・パラリンピック熱を高

める事を目標に事業を行った。文化祭で

は年間を通じた事業の説明と自転車競技

の紹介を来場者に行った。 

バレー教室では、高校生を補助コーチ

として、地域の小中学生を巻き込み活動

を行った。 

その他の講演会でも講師の承諾の下、

外部からの参加者を受け入れた。 

各事業では、地元新聞社の協力で広報

活動を行った。 

８主な課題等 

 本校の取り組みを市内の他の推進校に広報したが、学校行事等の都合もあ

り参加者は予想していたよりも伸び悩んだ。学校の夏季休業中に行ったバレ

ー教室では100名を超える参加者があったが、生徒向けの講演会は夏季休業

中に行うことは難しく、期日の設定や広報活動等に課題が残る。 

９来年度以降

の実施予定 

 単年度事業で行うよりも、東京オリンピックまでの複数年で行った方が事

業の効果が上がると予想される。隣の修善寺町で大会が開催されることもあ

り、伊東市でもオリパラ熱を高める必要性を感じるため、継続して事業を実

施することを希望する。 

 



 


